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電子計算機による国語研究
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　　　1971



刊行のことば

　圏立園語研究所では，昭和41孟ド以来，新聞を対象とした語彙調査を実施して

きたが，そのうち，すでに集計の完了したものについて，さきに報告書「電子

計算機による新聞の語彙調査」を刊行し，中間的な調査結果を公けにした。こ

の調査の実施にあたっては，機械処理のうえで，数々の新しい課題に直面し，

それら課題のいくつかについては，報告書「電子計算機による国語研究（1）」

および（ll）において，解決の過程と，処理上の問題点とを明らかにしてき

た。

　そのあとをうけて，中間的な調査結果をまとめた段階として，現在の調査シ

メテムに検討を加えたQ同時に，中押結果について，ある程度の分析を試みた。

そのために，関係の研究考はいろいろの研究方法の模索を試みた。それらを集

めて今回「電子計算機による撰語概究（M）」を刊蓄『ナすることにした。

　電子計算機による集計処理や漢字テレ・タイプによるデータの作成などを含

めて，調査全体のシステムを組み上げていくことは，われわれにとって，はじ

めての経験であった◎したがって，多くの困難な問題に直面したが，すでに

「電子計算機による国語研究jI，豆および今回刊行する皿に載録したよう

に，除隊にではあるが，新しい分野の開拓に前進を続けていくつもりである。

助言と批判をいただきたいと思う。

昭和46年2月1Ll

国立圏語研究所長

　　　　　岩淵　悦太邸
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HAYASHI　Shiro　：　Word　Counting　and　Basic　Vocabulary．

ISHIWAMA　Toshio　：　An　Application　of　KWIC　System　to　the　Processing

　　of　Newspaper　Vocabulary　Data．　一Programs　were　written　in

　　COBOL．

SAITO　Hidenori＝ASystem　of　the　Word　Count　Program皿．

NAKANO　Hiroshi　：　Automatical　Classification　of　Parts　of　Speech．

TANAKA　Akio　：　Homophonic　Words　and　Homographic　Words　in

　　Modern　Newspapers．

NOMURA　Masaaki　：　A　System　Analysis　of　Kanji　Data　Count　Program．

　　一for　the　research　into　the　usage　of　Kanji　（Chinese　characters）

　　m　newspapers．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1971

　　　　’THE　NATIONAL　LANGUAGE　RESEACH　INSTITUTE


